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The primary Smith sets of finite Oliver groups 
Masaharu Morimoto 1) and Yan Qi 2) 
 
■ 概 要 ■ 
 
 この論文では有限群  G の球面上の滑らかな作用 (group action) を，G-不動点での接空間表
現  (tangential representation) の視点から研究している．実 G-表現空間  V と W が  Smith 
equivalent であるとは，ある次元のホモトピー球面 (homotopy sphere) が滑らかな G-作用を持
ち，その G-不動点が 2 点であり，さらにその 2 点での接空間が実 G-表現空間として V と W に
それぞれ同型であるときをいう．実G-表現空間 V と W が Smith equivalent であるとき，V ～ 
W と書く．G の実表現環 RO(G) の部分集合 Sm(G) を 
 
Sm(G) = { [V] - [W] in RO(G) | V ～ W}  
 
と定義し，これを Smith set と呼ぶ．さらに Smith set の部分集合 PSm(G) を 
 
PSm(G) = { [V] - [W] in Sm(G) | V と W は任意の Sylow 部分群に制限して同型}  
 
と定義し，これを primary Smith set と呼ぶ． 
 
   この論文では Sm(G) から PSm(G) を取り除いた集合は有限集合であることを証明してい
る． 
 
 有限群 G に対して G/K が nilpotent となる最小の正規部分 K を N で表そう．また，有
限群 G が Oliver 群であるとは，G がある次元の閉円板に G-不動点を持たずに滑らかに作用
するときをいう．この論文では，Oliver 群 G の商群 G/N が位数を 2 あるいは 3 とする場合
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Stability of the Feller property for non-local operators under bounded perturbations
（有界な摂動による非局所型作用素の Feller 性の安定性について） 
Yuichi Shiozawa1) and Toshihiro Uemura2) 
（塩沢 裕一・上村 稔大） 
 
■ 概 要 ■ 
 
 局所コンパクト可分距離空間において，無限遠点で 0 に収束する連続関数全体に一様ノル
ムを入れた Banach 空間上の強連続な正値縮小半群を Feller 半群と呼ぶ。一般に，Feller 半
群の生成作用素に有界作用素を加えてできる作用素は再び Feller 半群を生成することが知
られている（例えば E. B. Davies (1980)を参照せよ）。本論文ではこの性質を用いて，あるク
ラスに属する非局所型作用素は Feller 半群を生成することを示した。このことから特に，安






















微分積分型作用素， Feller 半群，飛躍型対称 Dirichlet 形式，安定型過程 
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Study on biodegradation of xenobiotic polymers with change of microbial 
population 
Masaji Watanabe 1)  and  Fusako Kawai2)  
 
■ 概 要 ■ 
 




























biodegradataion, polyethylene glycol, mathematical model, numerical simulation, polymer, inverse 
problem, initial value problem 
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 14．山間部における局地気象解析 -広戸風を題材として- 
 15．自由表面流れの数値シミュレーション 
垂水研究室（指導教員：垂水 共之） 
 16．R による数量化Ⅱ類 
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3. 数理的手法を用いた画像情報処理に関する研究，田中 康義． 
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中国地方山間部における局地風の数値シミュレーション 
Numerical simulation of localized strong winds in a mountainous areas 
 
小林 ミカ Mika Kobayashi 
 


















 Fig.1 oscillations of the streamline Fig. 2 rotation in a clockwise 
direction of the streamline 









 環境数理学科 水藤 寛 
■キーワード■ 
 数値シミュレーション、局地風 




岡山大学環境理工学部研究報告 Vol. 17   No.17-1-5 
 
補間法による非線形モデルの当てはめに関する研究 
Non-linear model fitting with interpolation 
井内 貴志  Takashi Iuchi 


















)2tan()( xxf = のような極に向かう部分は多項式補完は適さないが、有利関数補間では上手く
再現してくれる。データから周期性を仮定できる場合はフーリエ展開モデルに候補を絞り、項数だ
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数理的手法を用いた画像情報処理に関する研究 
Image processing method on mathematical statistics 






画像圧縮について現在、一般的に使われている JPEG と、高圧縮可能な JPEG2000 を比較する。JPEG
ではコサイン変換が用いられ、JPEG2000 ではウェーブレット変換が用いられている。約 1.7MB の無圧
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